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難病患者の災害対策
難病患者の方には特別な医薬品の使用や、人工呼吸器等の医療的処置が必要な方

も多く、それらの治療や処置を維持することはとても大切です。

難病患者の方は、高齢者や障がい者と同様に「災害時要援護者※」と位置付けられて

います。

保健所では、大阪府の「難病患者・慢性疾患児のための災害対応マニュアル」に基づ

き、24時間人工呼吸器を装着している患者など、大規模災害や停電により生命維持に

関わる方への支援（備え、発災時の対応）を行うこととなっております。

また、すべての難病患者及びその家族が、平時から災害発生を

想定した備えを行えるよう、防災意識の向上のため周知啓発も行っ

ており、各種取組は庁内関係部署や、関係機関と連携しながら推進

しています。
※災害時要援護者とは、災害時又は災害が発生するおそれがある場合に自ら避難することが

困難な在宅者で、避難するために特に支援が必要な方のことを言います。



難病患者の災害時支援

平常時 災害時

 災害時の備えに対する周知啓発
・医療費助成制度の申請時に啓発チラシ配布 ①
・イベントや保健所ロビーでの啓発展示 ②

 災害時要援護者に対する対策
・台帳整備（主にA・B区分の方）
・個別避難計画の作成支援
・電源確保の情報提供（公的サービスの案内等）
・模擬訓練（災害伝言ダイヤル171等）

 他機関連携による支援の充実
・庁内要配慮者ワーキングチーム会議による協議
・医療機関との連携による電源確保 ③

 台風など予測できる災害時
・A・B区分の方への事前連絡（充電等備蓄の確認
事前避難入院の意向確認など）

 地震や台風などの発災時
・A・B区分の方への安否確認（※24時間以内）

Ａ区分：概ね1日中人工呼吸器を装着している患者

Ｂ区分：気管切開で吸引している患者

※大阪府難病患者・慢性疾患児のための

災害対応マニュアルより



①防災に関する啓発チラシを配布

準備物品や災害関連サイトやアプリ等の紹介

②イベントや保健所ロビーでの啓発展示

令和6年度 難病患者・家族への災害支援の取組の一例

難病患者・家族への個別支援
【参考】令和５年度防災に関するアンケート結果

◎災害への備えについて

「備えている」：54.8％ 「備えていない」：37.4％

◎備えをしていない理由

「どうしてよいか分からない」：54.0％

「準備したいができない」：19.0％

令和6年度 みんなの健康展お役立ち情報 関 西 停 電 情 報

関西電力株式会社が提供しているサービスです。
１．停電情報を通知でお知らせ
「登録地域」で停電が発生した場合等に、通知が届きます。

２．登録地域の設定
通知を受け取る地域を、最大10地域まで登録できます。自宅や離れて暮らす大切な方の住所を
設定しておくと、停電の発生情報などが届きます。

３．「全域停電情報」
関西全域の停電情報が確認できます。停電情報は府県、市区町村、地区ごとにみることが
でき、地区まで絞り込むと、停電の発生時間や復旧見通しなどが確認できます。

詳しくはアプリか停電時のコールセンター（TEL:0880-777-3081）へ
https://www.kepco.co.jp/souhaiden/supply/teiden-appli/index.html

停電情報提供サービスの案内

啓発チラシより一部抜粋

tel:0880-777-3081


③医療機関との連携による電源確保

～市立吹田市民病院の場合～

令和6年度 難病患者・家族への災害支援の取組の一例

医療機関との連携による支援

【概要】
令和3年度より、部分停電時の電源確保について
調整を開始。

【対象】
・概ね24時間人工呼吸器を装着している難病患者
・気管切開で吸引している難病患者

【内容】
・人工呼吸器、吸引器等医療機器の外部バッテリー
の充電箇所の提供
・模擬訓練（令和５年度実施）



難病患者の災害時支援

課題 今後の取組

 すべての難病患者の災害時の備えに
対する意識の向上
・災害時の備えの平常時からの実践

 災害時要援護者に対する個々の対策の
具体化（主にＡＢ区分の方）
・自宅避難予定者の自助力向上
・個々に合った避難先や移動手段の確保

 他機関連携による支援の充実
・支援者の対応力向上
・充電場所、避難先、移動手段等の地域の社会
資源の確保・開拓

 災害時の備えに関する周知啓発の強化
・医療費助成制度の新規申請時の啓発用クリア
ファイル配布④

 実効性のともなう個別避難計画の作成
・支援機関の協力による個別避難計画作成支援
・電源確保等備えに関する情報提供

 災害時支援体制及び地域資源の整備、
推進
・関係機関向け研修会の開催

・各医療機関等による充電協力のマニュアル化
・庁内関係部署、関係機関連携による更なる充電
場所、避難先等確保・開拓のための調整



④新規申請時の啓発用クリアファイル配布
関係新規申請の方に配付するため、防災情報を記載したクリアファイルを試行的に作成。

ハザードマップ、
停電情報など防災情報、
アプリの案内をして
います。

各自の防災対策として、
平常時からの備えに
ついて案内しています。

令和７年度 難病患者・家族への災害支援の取組の一例


